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ま
ち
の
情
報　

あ
ふ
れ
る
ペ
ー
ジ

こんな活動しています。

こんなお店はじめました。

同窓会をひらこうよ。

イベント開催します。

こんなことがありました。

町の情報をみんなで共有しませんか？

地域の情報をどんどん発信してください。

町内だけでなく、町外にも町の魅力を届けましょう。

皆さんから寄せられる情報で育つページです。

町の魅力をこのページに凝縮しましょう。

▼ 

日
出
町
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

「
ひ
じJIN
.co
m

」
と
は

　

日
出
町
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
は
町
内

の
イ
ベ
ン
ト
や
地
域
活
動
な
ど
、
日

出
町
の
旬
な
情
報
を
発
信
す
る
サ
イ

ト
で
す
。

　

町
内
の
方
に
は
情
報
交
換
の
場
と

し
て
、
町
外
の
方
に
は
故
郷
の
懐
か

し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
、
行
政

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
は
一
味
違
っ
た
、

親
し
み
や
す
い
サ
イ
ト
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

▼ 

身
近
な
も
の
に
ス
ポ
ッ
ト

を
あ
て
る

　

日
出
町
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
は
、

町
民
か
ら
の
投
稿
を
掲
載
す
る
町
民

レ
ポ
ー
ト
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
身
の
回
り
の
さ
さ
い

な
出
来
事
や
ち
ょ
っ
と
し
た
発
見
、

町
内
の
行
事
な
ど
を
写
真
付
き
で
掲

載
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
内
で
あ
っ
た
「
あ
ん
な
こ
と
、

こ
ん
な
こ
と
」。
行
政
か
ら
の
お
知
ら

せ
で
は
行
き
届
か
な
い
、
温
か
く
て

親
し
み
の
あ
る
記
事
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　

町
民
皆
さ
ん
で
育
て
て
い
く
サ
イ

ト
で
す
。

　

す
べ
て
の
町
民
の
顔
が
一
度
は
掲

載
さ
れ
る
よ
う
な
、
誰
も
が
身
近
に

感
じ
ら
れ
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

▼
イ
ベ
ン
ト
告
知
も
可
能

　

町
内
に
は
、
地
域
を
盛
り
上
げ
よ

う
と
、
講
演
会
の
開
催
や
映
画
上
映

会
、
音
楽
会
、
地
域
の
祭
り
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
イ
ベ
ン
ト
を
広
く
お
知

ら
せ
す
る
た
め
に
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

個
人
、
各
種
団
体
か
ら
の
情
報
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼ 

リ
ン
ク
を
張
っ
て
活
動
を

Ｐ
Ｒ
し
よ
う

　

現
在
、
町
内
各
小
学
校
や
同
窓
会
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
そ
の
他
の
団
体
な
ど

の
リ
ン
ク
を
張
っ
て
い
ま
す
。

　

町
内
在
住
の
方
や
日
出
町
出
身
者

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
コ
ー
ナ
ー
も
設

け
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
他
に
も
、「
こ
う
い
っ
た
も
の

を
掲
載
し
た
い
」「
こ
ん
な
情
報
が
知

り
た
い
」
と
い
う
も
の
が
あ
れ
ば
、

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

ひじ JIN.com
日
出
町
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
開
設



▼
募
集
し
て
い
ま
す

　

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
は
地
域
の
皆
さ

ん
か
ら
の
情
報
に
よ
っ
て
成
り
立
つ

ペ
ー
ジ
で
す
。

　

リ
ン
ク
も
イ
ベ
ン
ト
告
知
も
す
べ

て
無
料
で
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

の
趣
旨
に
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
次

の
方
を
募
集
し
ま
す
。

　
○ 

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
登
録
し
て
い

た
だ
け
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
、
そ
の
他
の
町
民
団

体
等
で
、
自
分
た
ち
の
活
動
を
紹

介
し
た
い
方
。

○ 

町
民
レ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
町
内

各
地
で
行
わ
れ
た
行
事
な
ど
を
ブ

ロ
グ
形
式
で
書
い
て
く
れ
る
方
。

○ 

町
外
在
住
で
日
出
町
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
や
近
況
報
告
を
書
い
て
く

れ
る
方
。

▼ 
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
記
事

を
投
稿
す
る
に
は

　

政
策
推
進
課
に
電
話
か
メ
ー
ル
で

お
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
ユ
ー

ザ
ー
名
と
７
桁
の
パ
ス
ワ
ー
ド
を
決

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

登
録
後
す
ぐ
に
投
稿
で
き
ま
す
。

　

投
稿
す
る
方
法
に
つ
い
て
は
、
サ

イ
ト
左
上
の
「
こ
の
サ
イ
ト
に
つ
い

て
」
か
ら
「
投
稿
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

投
稿
方
法
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、

操
作
方
法
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

記
事
と
写
真
を
い
た
だ
け
れ
ば
、

こ
ち
ら
で
掲
載
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。

　

修
正
す
る
必
要
が
生
じ
た
場
合
は
、

政
策
推
進
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

　

団
体
の
方
で
、
リ
ン
ク
を
張
り
た

い
方
も
電
話
か
メ
ー
ル
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

　

政
策
推
進
課
広
報
広
聴
係

　

☎
73
‐
３
１
１
６

　

in
fo
@
to
w
n
.h
iji.o
ita.jp

h
ttp
://h
ijijin

.co
m

日出町ポータルサイトのトップページ



公
共
施
設
の
省
エ
ネ
対
策

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る
原
発
被
害
を
受
け
、
節
電
や
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
重
要
性
が
さ
け
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

日
出
町
で
は
、
省
エ
ネ
の
意
識
を
町
内
に
広
げ
た
い
と
昨
年
度
か
ら
役
場
庁

舎
屋
上
へ
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
や
、
庁
舎
の
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
化
、
窓

ガ
ラ
ス
の
遮
熱
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
か
ら
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
効
果
と
役
場

の
省
エ
ネ
対
策
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。太

陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置

　　

昨
年
４
月
に
、
役
場
庁
舎
屋
上
に
96
枚

の
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

事
業
費
は
お
よ
そ
２
，
２
０
０
万
円
。

　

４
月
か
ら
３
月
ま
で
の
１
年
間
の
発
電

量
は
２
３
，
５
１
１
ｋ
Ｗ
ｈ
で
あ
り
、
二

酸
化
炭
素
の
排
出
量
８
．
２
ト
ン
分
を
削

減
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
役
場
庁
舎
の
年
間
消
費
電
力

の
お
よ
そ
５
％
に
あ
た
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
12
月
に
は
豊
岡
小
田
城
浄

水
場
低
炭
素
化
構
築
工
事
が
完
了
し
ま
し

た
。
事
業
費
は
お
よ
そ
２
，０
０
０
万
円
。

高
効
率
モ
ー
タ
ー
仕
様
送
水
ポ
ン
プ
を
３

基
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
96
枚
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

を
導
入
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
年
間
お
よ
そ
11
ト
ン
の

二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
削
減
で
き
る
予

定
で
す
。

　

さ
ら
に
、
来
年
８
月
に
完
成
予
定
の
豊

岡
小
学
校
校
舎
屋
根
に
も
、
太
陽
光
パ
ネ

ル
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

庁
舎
の
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
化

　

昨
年
度
か
ら
、
役
場
旧
庁
舎
の
１
階
部

分
に
ア
サ
ガ
オ
や
ゴ
ー
ヤ
を
育
て
、
グ

リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
化
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
化
は
、
庁
舎
内
の

遮
光
効
果
、
葉
や
茎
か
ら
の
水
分
蒸
発
に

よ
る
冷
却
効
果
が
あ
り
、
冷
房
費
の
節
減

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

窓
ガ
ラ
ス
に
遮
熱
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

　

役
場
新
庁
舎
の
全
窓
ガ
ラ
ス
に
遮
熱
の

た
め
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
剤
を
塗
布
し
ま
し

た
。
事
業
費
は
、
お
よ
そ
２
７
０
万
円
。

　

導
入
前
に
役
場
庁
舎
の
一
室
で
実
験
し

た
と
こ
ろ
、
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
剤
を
塗
布
し

て
い
な
い
部
屋
に
比
べ
て
、
２
度
〜
３
度

室
温
が
低
く
な
っ
た
と
い
う
結
果
が
で
ま

し
た
。

　

寒
い
日
に
は
、
室
温
の
暖
か
い
空
気
を

外
に
逃
が
さ
な
い
効
果
も
あ
る
た
め
、
役

場
庁
舎
の
冷
暖
房
費
を
お
よ
そ
15
％
カ
ッ

ト
で
き
る
見
込
み
で
す
。

　

新
庁
舎
で
効
果
が
み
ら
れ
れ
ば
、
旧
庁

舎
の
窓
に
も
設
置
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問
合
先　

財
政
課
管
財
係

　
　
　
　

☎
73
‐
３
１
５
３

役場庁舎屋上の太陽光パネル

庁舎のグリーンカーテン化。昨年の様子



家庭でできる節電対策
　九州電力は５月中旬、電力使用量の最大15％の節電を要請する可能性があると表明しましたが、そ
の後、原発の代替となる火力発電用の燃料を８月上旬分まで確保したことなどから、予定していた節
電要請をいったん見送りました。
　しかしながら、電力不足が解消されたわけではありません。一般家庭で使われる電力量は、全電力
需要の３割以上を占めています。
　家庭で簡単にできる節電対策を実施し、みんなで力をあわせて、この電力不足を乗り切りましょう。

エアコン 削減率 削減消費電力
①　室温 28度を心がけましょう。
　　（設定温度を２度上げた場合） 10% 130W

②　 すだれなどを使って窓からの日差しを和らげま
しょう。（エアコンの節電になります） 10% 120W

③　 無理のない範囲でエアコンを消して、扇風機を
使いましょう。 50% 600W

＊エアコンの控え過ぎによる熱中症などに気をつけて、無理のない範囲で節電しましょう。

＊エアコンの頻繁なオンオフは電力の増加になります。

冷蔵庫 削減率 削減消費電力
④　 冷蔵庫の設定を「強」から「中」に変え、扉を
開ける時間をできるだけ減らし、食品を詰め込
まないようにしましょう。

2% 25W

照明 削減率 削減消費電力
⑤　 日中は照明を消して、夜間も照明をできるだけ
減らしましょう。 5% 60W

テレビ 削減率 削減消費電力
⑥　 省エネモードに設定するとともに画面の照度を
下げ、必要な時以外は消しましょう。 2% 25W

温水洗浄便座（暖房便座） 削減率 削減消費電力
⑦　 便座保温・温水のオフ機能、タイマー節電機能
があれば、利用しましょう。 1％未満 5W

⑧　 上記の機能がなければコンセントからプラグを
抜いておきましょう。 1％未満 5W

ジャー炊飯器 削減率 削減消費電力
⑨　 早朝にタイマー機能で 1日分まとめて炊いて、
冷蔵庫に保存しましょう。 2％未満 25W

待機電力 削減率 削減消費電力
⑩　 リモコンの電源ではなく、本体の主電源を切り
ましょう。長時間使わない機器はコンセントか
らプラグを抜いておきましょう。

2%未満 25W

＊ 節電効果の記載値は、在宅世帯における日中の平均的消費電力（14時：約 1200W）に対

する削減率と削減消費電力の目安です。（資源エネルギー庁推計）

問合先　生活環境課☎73－ 3158



　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
設
置
期
限
で
あ
る
５
月
31
日
が

過
ぎ
ま
し
た
が
、
未
だ
に
設
置
し
て
い

な
い
住
宅
が
多
く
あ
る
よ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
、住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置

の
普
及
の
た
め
、引
き
続
き
そ
の
設
置

に
対
し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

■
対
象　

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
こ
と

○
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
。

○
平
成
23
年
度
住
民
税
が
非
課
税
の
方
。

○
本
人
所
有
の
住
宅
で
あ
る
こ
と
。

■
助
成
額　

　

一
世
帯
に
つ
き
上
限
５
，０
０
０
円

■
申
請
に
必
要
な
も
の

○
申
請
者
の
印
鑑
。

○ 

支
払
内
容
と
金
額
が
記
入
さ
れ
た
書

類（
領
収
書
等
）。

○ 

対
象
者
の
振
込
先
口
座
番
号
が
分
か

る
も
の（
通
帳
の
写
し
等
）

■
申
込
・
問
合
先　

　

健
康
増
進
課
☎
73
‐
３
１
３
０

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
義
務

■
設
置
対
象　

す
べ
て
の
住
宅

＊ 

平
成
18
年
６
月
１
日
以
降
の
新
築
住

宅
に
は
、
建
築
時
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

■
設
置
場
所

① 

就
寝
に
使
っ
て
い
る
す
べ
て
の
部

屋
。

② 

階
段（
①
の
部
屋
が
１
階
の
み
の
場

合
は
設
置
義
務
な
し
）。

■
問
合
先　

　

日
出
消
防
署
☎
73
‐
７
６
５
７

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
に
対
し
て
助
成
し
ま
す

昨年の成人式の様子。日出中吹奏楽部ＯＢによる演奏などを企画しました。

募集人数　5～6人程度
応募方法　7月29日（金）までに電話で申し込んでください。
実行委員で行うこと
　 　式当日の受付や進行を行うとともに、会場での催しなどの企画・運営も行
います。出席者全員の心に、そして何よりも自分の心に残る１日になるよ
う、成人式をプロデュースしてみませんか？
申込・問合先　生涯学習課☎73－3156

成人式をプロデュース
成人式実行委員を募集！

知
っ
て
お
き
た
い
町
政
情
報



　

次
の
町
営
住
宅
に
空
室
が
あ
り
ま
す

の
で
、
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

【
県
営
・
豊
岡
住
宅
１
戸
】３
階

○
所
在
地

　

豊
岡
６
０
６
０
番
地

○
構
造

　

中
層
耐
火
構
造

○
家
賃

　

１
６
，
０
０
０
円
〜２

３
，
９
０
０
円

○
駐
車
場　

１
台
の
み
２
，０
０
０
円
。

＊ 

浴
槽
有
、
ボ
イ
ラ
ー
は
入
居
者
負

担
。

【
町
営
・
藤
原
住
宅
１
戸
】

○
所
在
地

　

藤
原
４
５
９
番
地
１　

○
構
造

　

簡
易
耐
火
構
造
２
階
建

○
家
賃

　

１
１
，
２
０
０
円
〜１

６
，
８
０
０
円

○
駐
車
場　

１
台（
無
料
）

＊ 

浴
槽
、
ボ
イ
ラ
ー
は
入
居
者
負
担
。

ト
イ
レ
は
汲
取
り
式
。

■
募
集
期
間

　

７
月
11
日（
月
）〜
７
月
22
日
（
金
）

■
抽
選
日

　

７
月
29
日
（
金
）
10
時
〜

■
抽
選
場
所

　

役
場
新
館
３
階
大
会
議
室

■
応
募
資
格

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
。

○ 

町
内
に
住
所
を
有
す
る
か
、
勤
務
先

が
町
内
で
あ
る
こ
と
。

○ 

入
居
者
の
合
計
所
得
が
年
額
１
，

８
９
６
，
０
０
０
円
以
下
で
あ
る
こ

と
。

○
税
金
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

○ 

入
居
者
名
義
の
持
ち
家
が
な
い
こ

と
。

○ 

独
立
し
て
い
て
、
他
の
者
の
扶
養
に

入
っ
て
い
な
い
こ
と
。

○
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
。

○
入
居
者
が
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

■
問
合
先

　

都
市
建
設
課
管
理
係

　

☎
73
‐
３
１
７
２

県
営
豊
岡
・
町
営
藤
原
住
宅
に
空
き
が
あ
り
ま
す

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
送
付

　

 　

平
成
23
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
額
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、

７
月
中
旬
に
決
定
通
知
書
を
お
送
り

し
ま
す
。

　

 　

保
険
料
の
納
め
方
に
は
、「
特
別
徴

収
」
と
「
普
通
徴
収
」
が
あ
り
ま

す
。

○ 

特
別
徴
収
額
の
欄
に
保
険
料
額
が

入
っ
て
い
る
場
合

　

 　

年
金
か
ら
保
険
料
が
天
引
き
さ

れ
、
残
額
の
年
金
が
口
座
へ
振
り
込

ま
れ
ま
す
。

○ 

普
通
徴
収
額
の
欄
に
保
険
料
額
が

入
っ
て
い
る
場
合

　

 　

該
当
月
の
納
期
限
ま
で
に
、
同
封

し
て
い
る
納
付
書
で
保
険
料
を
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

 　

た
だ
し
、
口
座
振
替
の
申
請
を
さ

れ
て
い
る
方
は
、
指
定
金
融
機
関
の

口
座
か
ら
振
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

■
新
し
い
保
険
証
を
送
付

　

 　

７
月
中
旬
に
新
し
い
保
険
証
（
黄

色
）
を
送
付
し
ま
す
。
８
月
１
日
か

ら
は
新
し
い
保
険
証
を
使
っ
て
く
だ

さ
い
。

■ 

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証

　
 　

現
在
発
行
し
て
い
る
「
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
は

７
月
31
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま

す
。

　

 　

８
月
以
降
も
必
要
な
方
は
新
た
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

対
象
者　

　

 　

平
成
23
年
度
町
民
税
非
課
税
世
帯

■ 

申
請
に
必
要
な
も
の

　

 　

保
険
証
／
印
鑑
／
過
去
１
年
間
に

合
計
で
90
日
を
越
え
る
入
院
が
あ
れ

ば
、入
院
日
数
が
分
か
る
証
明
書（
領

収
書
等
）

■
問
合
先　

　

健
康
増
進
課
☎
73
‐
３
１
３
３

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
23
年
度
の
保
険
料
が
決
ま
り
ま
し
た

保
険
料
額
決
定
通
知
書
と
保
険
証
を
送
付
し
ま
す

制度改正や手続きなどの、暮らしに役立つ情報をお知らせします



　東日本大震災による被
災者支援のため、職員３人
を岩手県宮古市に派遣す
ることを決め、６月１日、
役場で出発式が行われま
した。
　工藤町長が「被災者を励
まし、力になってあげてく
ださい」とあいさつ。派遣
職員を代表して、坂西さ
んが「被災者の声を聞き、
心身のケアに努めたい」と
決意を述べました。
　派遣されたのは、坂西文
枝（福祉対策課）・赤野洋
子（健康増進課）・森若慶
太郎（総務課）の３人。
　派遣期間は、６月３日か
ら11日までの９日間。現
地では、被災者の健康相談
や心のケアなどにあたり
ました。 出発式の様子。写真左から、坂西・赤野・森若

心身のケアに努めたい
被災者支援のため、役場職員３人を派遣

防
災
パ
ト
ロ
ー
ル

災
害
時
の
対
策
を
検
討

　

６
月
８
日
、
町
内
の
災
害
危
険
箇

所
を
巡
回
す
る
「
防
災
パ
ト
ロ
ー

ル
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
雨
の
多
く
な
る
こ
の
時

期
に
、
消
防
署
、
警
察
署
、
県
、
自

衛
隊
、
町
な
ど
関
係
機
関
で
、
災
害

危
険
箇
所
の
情
報
を
共
有
し
よ
う
と

毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
急
傾
斜
地
な
ど
の
危
険

場
所
を
25
箇
所
指
定
し
て
お
り
、
こ

の
日
は
、
老
朽
溜
池
や
急
傾
斜
地
の

３
箇
所
を
パ
ト
ロ
ー
ル
。

　

こ
の
あ
と
、
有
事
の
際
の
連
携
体

制
や
各
機
関
の
取
組
状
況
な
ど
を
話

し
合
い
ま
し
た
。

第
１
６
０
回
帆
足
萬
里
忌
辰
祭

遺
徳
を
偲
ん
で

　

帆
足
萬
里
先
生
の
命
日
で
あ
る

６
月
14
日
、
佐
尾
区
に
あ
る
墓
前

で
、「
帆
足
萬
里
忌
辰
祭
」
が
行
わ

れ
、
小
学
生
や
関
係
者
な
ど
お
よ
そ

１
０
０
人
が
参
列
し
ま
し
た
。

　

参
列
者
全
員
で
「
萬
里
賛
歌
」
を

合
唱
し
た
後
、
利
光
正
文
文
化
財
保

護
委
員
長
と
工
藤
町
長
が
「
地
元
の

歴
史
を
学
び
、
萬
里
先
生
の
偉
大
さ

を
後
世
に
語
り
継
い
で
く
だ
さ
い
」

な
ど
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

龍
泉
寺
の
住
職
に
よ
る
読
経
の

中
、
参
列
者
全
員
で
焼
香
を
行
い
ま

し
た
。

忌辰祭の様子

各機関で情報共有



イ
チ
ゴ
狩
り
を
体
験

採
れ
た
て
の
味
を
楽
し
む

　

岩
城
保
さ
ん
（
大
神
照
川
）
の
イ

チ
ゴ
ハ
ウ
ス
で
、
大
神
・
真
那
井
・

川
崎
幼
稚
園
の
園
児
が
イ
チ
ゴ
狩
り

を
体
験
し
ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
で
収
穫
し
、
新
鮮
な
イ

チ
ゴ
の
味
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
、
農

業
へ
の
関
心
を
深
め
て
も
ら
い
た
い

と
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

園
児
は
イ
チ
ゴ
を
ほ
お
ば
り
な
が

ら
、
パ
ッ
ク
い
っ
ぱ
い
に
イ
チ
ゴ
を

詰
め
ま
し
た
。
大
神
幼
稚
園
の
廣
津

七な
な
み海
ち
ゃ
ん
が
「
初
め
て
の
イ
チ
ゴ

狩
り
は
楽
し
い
。
帰
っ
て
家
族
全
員

で
食
べ
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

戦
没
者
追
悼
式

安
ら
か
な
眠
り
を
祈
り

　

６
月
３
日
、
町
中
央
公
民
館
で
日

出
町
戦
没
者
追
悼
式
が
行
わ
れ
、
遺

族
ら
お
よ
そ
２
５
０
人
が
参
列
し
、

７
２
４
柱
の
安
ら
か
な
眠
り
を
祈
り

献
花
し
ま
し
た
。

　

工
藤
町
長
が
「
心
豊
か
に
暮
ら
せ

る
社
会
の
実
現
の
た
め
、
全
力
を
つ

く
し
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し

た
。

　

こ
の
後
、
城
町
議
会
議
長
と
遺
族

会
連
合
の
本
田
哲
明
会
長
が
「
悲
し

い
歴
史
を
繰
り
返
し
て
は
い
け
な

い
。
恒
久
平
和
の
実
現
に
向
け
取
り

組
み
ま
す
」
と
追
悼
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

御霊に献花する参列者

たくさん食べました！

Ａ
Ｐ
Ｕ
留
学
生
と
国
際
交
流

日
本
の
文
化
に
ふ
れ
る

　

あ
い
に
く
の
雨
で
予
定
し
て
い
た

城
趾
周
辺
散
策
は
中
止
と
な
り
ま
し

た
が
、
留
学
生
は
「
折
り
紙
作
り
」

や
「
茶
道
体
験
」
な
ど
を
し
て
日
本

の
文
化
に
ふ
れ
ま
し
た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
留
学
生
ア
リ
ス

さ
ん
が
「
折
鶴
作
り
は
難
し
か
っ
た

け
ど
、
親
切
に
教
え
て
く
れ
て
う
れ

し
か
っ
た
。
国
に
帰
っ
て
子
ど
も
た

ち
に
教
え
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
「
ひ
い
ず
る
ま
ち
」
の
メ
ン
バ
ー

は
現
在
13
人
。
こ
う
し
た
交
流
会
を

定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

赤
野
さ
ん
は
「
日
出
町
で
作
っ
た

思
い
出
を
、
少
し
で
も
い
い
か
ら
国

に
も
ち
帰
っ
て
く
れ
れ
ば
う
れ
し

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

６
月
18
日
、住
民
グ
ル
ー
プ「
ひ
い

ず
る
ま
ち
」（
赤
野
擴
ひ
ろ
む
代
表
）が
、Ａ
Ｐ

Ｕ
の
留
学
生
を
町
内
に
招
き
、交
流

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

日
出
町
の
魅
力
を
伝
え
、日
本
の

文
化
や
歴
史
に
も
ふ
れ
て
も
ら
い
た

い
と
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、ベ
ト
ナ

ム
や
中
国
な
ど
か
ら
の
留
学
生
12
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

折鶴作りに挑戦

茶道も体験

まちの
わだい 町内であった「あんなこと」、「こんなこと」を

お知らせするコーナー
情報提供はこちら
政策推進課広報広聴係☎ 73－3116　FAX 72－7294



国民健康保険税の限度額改正について
　地方税法施行令の一部改正により、平成23年度から下記のとおり限度額が引き上げとなりまし
た。税率についての改正はありません。

改正前

医療給付費分 後期高齢者支援金分 介護給付費分

所得割額の税率 8.4% 2.1% 1.8%

資産割額の税率 22.2% 5.8% 2.0%

均等割額（１人当り） 24,700円 6,300円 7,800円

平等割額（１世帯当り） 28,000円 7,000円 4,800円

課税限度額 500,000円 130,000円 100,000円

改正後

医療給付費分 後期高齢者支援金分 介護給付費分

課税限度額 510,000円 140,000円 120,000円

問合先　健康増進課国保医療係☎73－ 3133

７月３日　矢野小児科医院 72‐1011

　　10日　鈴木病院 73‐2131

　　17日　サンライズ酒井病院 72‐2266

　　18日　大石内科医院 72‐2121

　　24日　岡田内科クリニック 28‐0101

　　31日　日出中央医院 72‐2534

８月７日　日出児玉病院 72‐2724

　　14日　八重眼科医院 73‐1221

●休日当番医
＊ 診療時間は変わる場合があります。各医療機関や日出

町健康増進課☎73‐3130にご確認ください。

歯
科
衛
生
士
の
免
許
を
取

得
し
ま
せ
ん
か
？

　

歯
科
衛
生
士
は
口
の
健
康
づ
く
り
と

口
腔
ケ
ア
で
笑
顔
の
あ
る
健
康
な
生
活

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
国
家
資
格
の
専
門
職

で
す
。

○
就
職
率
は
１
０
０
％
で
す
。

○ 

県
内
に
学
校
が
あ
る
た
め
、
学
資
も

比
較
的
安
く
済
み
ま
す
。

○
卒
業
後
は
地
元
で
働
け
ま
す
。

○ 

国
家
資
格
が
あ
る
の
で
結
婚
や
出
産

で
一
時
離
職
し
て
も
再
就
職
に
有
利

で
す
。

○ 

職
場
は
夜
勤
も
な
く
、
清
潔
で
快
適

で
す
。

県
内
に
は
２
つ
の
専
門
学

校
が
あ
り
ま
す

　

大
分
県
歯
科
医
師
会
で
は
、
衛
生
士

学
校
の
紹
介
や
保
護
者
の
学
費
負
担
を

軽
く
す
る
奨
学
金
制
度
の
紹
介
を
行
っ

て
い
ま
す
。

● 

資
料
の
請
求
・
問
合
先　

大
分
県
歯

科
医
師
会
☎
０
９
７
‐
５
４
５
‐

３
１
５
１

健 康
ペ ー ジ

子 育 て



児童館へおいで！
日出町地域子育て支援センター
 ☎２８―１２１２

■子育て広場・子育て相談
　月～金 9時～ 16時
■出張子育て広場（0 歳～就学前）
　12日（火）10時～ 12時　川崎地区公民館
■リンパマッサージ教室（0歳～ 2歳）
　21日（木）10時 45分～
■赤ちゃん広場（0歳～ 2歳）
　7日（木）・21日（木）・25日（月）
　10時～ 12時
■７月誕生会（0歳～就学前）
　11日（月）11時～
■エアロビクス教室（0歳～就学前）
　毎月第 2・第 4金曜日開催　10時 45分～

日出町児童館 ☎７２―０３２３

■ぷれままたちのおはなしかい（妊娠中の方）
　14日（木）10時 30分～ 11時 30分　
　定員 10人　要申込
■たのしい絵本読み聞かせ（乳幼児）
　15日（金）11時 15分～ 11時 45分
■たくさんの積み木で遊ぼう（3歳～5歳児）
　26日（火）10時 30分～ 12時　
　定員 20人　要申込
■ボールで遊ぼう！（小学生）
　27日（水）13時 30分～ 15時 30分　
　定員 30人　要申込
■ 夏休みちょこっとミュージカルワークショップ
（小学生）
　29日（金）・30日（土）10時～ 16時　
　定員 24人　要申込
■そうめん流しをしよう（小学生・100円）
　30日（土）　13時 30分～ 15時 30分

さざんか児童館 ☎７２－８３８３

■親子グループ活動（10時 30分～）
○ 0～ 1歳児クラス　5日・12日・19日
○ 3～ 5歳児クラス　6日・13日・20日
○ 2歳児クラス　  　 7 日・14日・21日
■赤ちゃん広場（0歳児・200円・要申込）
　8日（金）10時 30分～

● 

申
込
・
問
合
先　

教
育
委
員
会
教
育

総
務
課
☎
73
‐
３
１
５
７

お
母
さ
ん
教
室
を
開
催

　

妊
娠
中
の
お
母
さ
ん
を
対
象
に
、
妊

娠
中
の
生
活
に
つ
い
て
の
お
話
や
調
理

実
習
を
し
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
健
や
か

な
成
長
を
願
っ
て
、
こ
の
教
室
で
楽
し

く
勉
強
し
ま
し
ょ
う
。

　

他
の
妊
婦
さ
ん
と
も
交
流
で
き
る
良

い
機
会
に
も
な
り
ま
す
。

　

参
加
希
望
者
は
、
各
回
の
10
日
前
ま

で
に
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
内
容
・
と
き

①
【
妊
娠
・
授
乳
期
の
食
事
】

　

 

妊
娠
・
授
乳
期
の
食
事
の
話
／
調
理

実
習　

８
月
２
日
（
火
）
10
時
〜
12

時
30
分

②
【
楽
な
お
産
を
す
る
た
め
に
】

　

 

お
産
の
し
く
み
の
話
／
お
っ
ぱ
い
の

話　

８
月
10
日
（
水
）
10
時
〜
11
時

30
分

●
と
こ
ろ　

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
持
っ
て
く
る
も
の

　

 　

母
子
健
康
手
帳
／
筆
記
用
具
／
①

は
、
エ
プ
ロ
ン
と
三
角
巾
が
必
要
で

す
。

● 

申
込
・
問
合
先　

福
祉
対
策
課
子
育

て
支
援
係
☎
73
‐
３
１
２
１

障
が
い
児
就
学
相
談
会

　

障
が
い
の
あ
る
児
童
の
就
学
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
費
用
は
無
料
で
個
別

に
実
施
し
ま
す
。

● 

と
き　

９
月
下
旬
（
申
込
者
と
相
談

の
上
決
定
し
ま
す
）

●
と
こ
ろ　

町
中
央
公
民
館

● 

対
象
者　

平
成
24
年
度
就
学
す
る
障

が
い
の
あ
る
児
童
の
保
護
者
ま
た
は

関
係
者

● 

相
談
員　

大
分
県
教
育
委
員
会
指
導

主
事
／
町
教
育
委
員
会
指
導
主
事

●
申
込
期
限　

８
月
12
日
（
金
）

Ｄ
Ａ
Ｎ
パ
ネ
団
が
や
っ
て
く
る

　

Ｄ
Ａ
Ｎ
パ
ネ
団
は
九
州
内
を
中
心

に
、
海
外
で
も
公
演
し
て
い
る
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
専
門
の
劇
団
で
す
。

● 

と
き　

７
月
23
日
（
土
）
10
時
30
分

〜
11
時
30
分

●
と
こ
ろ　

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
費
用　

無
料

＊
申
し
込
み
は
不
要
。

●
問
合
先　

日
出
町
児
童
館

　

☎
72
‐
０
３
２
３



　

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
後
に
重
篤
な

症
状
が
発
症
し
た
事
例
が
み
ら
れ
た
た

め
、平
成
17
年
か
ら
予
防
接
種
の
接
種
勧

奨
が
差
し
控
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、新
た
な
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ

れ
、現
在
で
は
接
種
勧
奨
が
再
開
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、勧
奨
が
差
し
控
え
ら
れ
て
い

た
期
間
に
、接
種
機
会
を
逃
し
た
方
に
対

し
て
次
の
と
お
り
接
種
期
間
を
拡
大
し

ま
す
。

　

標
準
的
な
接
種
方
法
は
、第
１
期（
３

回
）と
第
２
期（
１
回
）の
合
計
４
回
で

す
。こ
の
回
数
に
満
た
な
い
場
合
、今
回

の
措
置
に
よ
り
そ
の
不
足
分
を
追
加
接

種
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

■
拡
大
対
象
者

　

 　

平
成
７
年
６
月
１
日
か
ら
平
成
19

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
。

■
接
種
で
き
る
年
齢

　
　

20
歳
に
な
る
ま
で
の
間

■
予
防
接
種
の
受
け
方

　

 　

次
の
Ⅰ
〜
Ⅳ
に
従
い
、第
１
期（
３

回
）の
接
種
を
終
了
し
た
後
、６
日
以

上
の
間
隔
を
お
い
て
第
２
期（
１
回
）

を
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 　

た
だ
し
、２
期
の
接
種
は
９
歳
以
上

の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

Ⅰ 

こ
れ
ま
で
に
１
回
も
接
種
を
受
け
た

こ
と
が
な
い
方

　

 　

１
回
目
の
接
種
後
６
日
か
ら
28
日

の
間
隔
を
お
い
て
２
回
目
を
接
種
し
、

さ
ら
に
、お
お
む
ね
１
年
経
過
し
た
後

３
回
目
の
接
種
を
行
い
ま
す
。

Ⅱ
す
で
に
１
回
の
接
種
を
受
け
た
方

　

 　

６
日
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
２
回

目
を
、さ
ら
に
６
日
以
上
の
間
隔
を
お

い
て
３
回
目
を
接
種
し
ま
す
。

Ⅲ
す
で
に
２
回
の
接
種
を
受
け
た
方

　

 　

６
日
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
残
り

の
３
回
目
を
接
種
し
ま
す
。

Ⅳ 

す
で
に
３
回
の
接
種
を
受
け
、１
期
を

終
了
し
て
い
る
方

　

 　

前
述
の
と
お
り
、２
期
の
接
種
方
法

に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
先　

福
祉
対
策
課
子
育
て
支
援

係
☎
73
‐
３
１
２
１

「
日
本
脳
炎
予
防
接
種
」

接
種
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

　６月５日、日出町保健福祉センターで「日
出町母と子・高齢者のよい歯のコンクール」
が行われました。
　これは、80歳になっても自分の歯を 20本
以上保てるように、乳幼児からの口腔内ケア
の大切さを知ってもらおうと開催されたもの
です。
　「母と子」の部には、昨年度の３歳児歯科
検診で虫歯がなかった子とその母親４組が参
加し、久恒由香里さん・壮太くん（辻間団地
西）が最優秀賞に、「高齢者」の部には、80
歳以上で自分の歯が 20 本以上ある高齢者 5
人が参加し、池田修三さん（上仁王）が最優
秀賞に選ばれました。
　また、会場では「歯のなんでも相談室ＩＮ
日出」が行われ、来場者に歯の検診やフッ素
塗布、歯磨き指導が行われました。 参加者と記念撮影。

久恒さん親子は左から２番目

参加者と記念撮影。池田さん（中）



がん検診を無料で受診できます
対象者には無料クーポン券を送付します

　がん検診（大腸がん・乳がん・子宮頸がん）が無料で受診できるクーポン券を下記対象年齢の方に

個別に送付します。

　受診の方法、検診対応機関等のお知らせは下記対象の方に、後日クーポン券と一緒に送付（７月予定）

しますので、詳しくはそちらをご覧ください。

　なお、下記対象者で、すでに対象のがん検診を受診された方は、払い戻しを受けることができる場

合がありますので、お問い合わせ下さい。その際、領収書（平成23年 4月 1日以降のもの）を必ず

保管しておいてください。

　ただし、職場での検診や医療保険を適用した検診、対象の医療機関でない場合、払い戻しができま

せん。

子宮頸がん検診　＊子宮の入り口部分の細胞の検査、視診、内診

女

性

年齢 生　年　月　日（平成２３年４月２０日現在）

２０歳 平成　２年（1990）４月２日～平成　３年（1991）４月１日

２５歳 昭和６０年（1985）４月２日～昭和６１年（1986）４月１日

３０歳 昭和５５年（1980）４月２日～昭和５６年（1981）４月１日

３５歳 昭和５０年（1975）４月２日～昭和５１年（1976）４月１日

４０歳 昭和４５年（1970）４月２日～昭和４６年（1971）４月１日

乳がん検診　　＊マンモグラフィーと視触診（マンモグラフィーのみの場合もあり）

女

性

年齢 生　年　月　日（平成２３年４月２０日現在）

４０歳 昭和４５年（1970）４月２日～昭和４６年（1971）４月１日

４５歳 昭和４０年（1965）４月２日～昭和４１年（1966）４月１日

５０歳 昭和３５年（1960）４月２日～昭和３６年（1961）４月１日

５５歳 昭和３０年（1955）４月２日～昭和３１年（1956）４月１日

６０歳 昭和２５年（1950）４月２日～昭和２６年（1951）４月１日

大腸がん検診　＊専用のブラシで便を二日分採取していただく検診

男性
・
女性

年齢 生　年　月　日（平成２３年４月２０日現在）

４０歳 昭和４５年（1970）４月２日～昭和４６年（1971）４月１日

４５歳 昭和４０年（1965）４月２日～昭和４１年（1966）４月１日

５０歳 昭和３５年（1960）４月２日～昭和３６年（1961）４月１日

５５歳 昭和３０年（1955）４月２日～昭和３１年（1956）４月１日

６０歳 昭和２５年（1950）４月２日～昭和２６年（1951）４月１日

問合先　健康増進課　長寿健康係☎73－ 3130



平
成
22
年
度
の
町
財
政
は
黒
字
決
算

　

町
会
計
課
・
財
政
課
は
、５
月
31
日
に
出
納

を
閉
鎖
し
、平
成
22
年
度
の
決
算
見
込
み
額

を
確
定
、概
要
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、６
月
９
日
に
第
２
回
議
会
定
例

会
が
開
会
し
た
の
で
、そ
の
状
況
を
議
会
に

報
告
し
ま
し
た
。一
般
会
計
、各
特
別
会
計
と

も
に
順
調
な
状
況
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
一
般
会
計
に
つ
い
て
、決
算
の

状
況
を
報
告
し
ま
す
。

　

歳
入
は
89
億
１
，７
０
０
万
４
，８
６
２
円
、

歳
出
は
87
億
30
万
９
，７
８
８
円
と
な
り
、形

式
収
支
は
２
億
１
，６
６
９
万
５
，０
７
４
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。実
質
収
支
、単
年
度
収
支
、

実
質
単
年
度
収
支
の
各
指
標
は
、す
べ
て
黒
字

を
計
上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

財
政
調
整
の
た
め
の
財
政
調
整
基
金
、減

債
基
金
の
両
基
金
は
、約
２
億
５
，０
０
０
万

円
の
増
加
と
な
る
見
込
み
で
、両
基
金
の
累

計
は
15
億
６
，５
３
５
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、一
般
会
計
、各
特
別
会
計
の
歳
入
合

計
額
は
１
５
７
億
１
，９
９
５
万
円
、歳
出
合

計
額
は
１
５
６
億
２
，７
１
５
万
円
と
な
り

ま
す
。

町
内
で
句
会
な
ど
種
々
の
文
化
的
行
事

　

俳
句
誌
・
蕗（
フ
キ
）、日
出
真
清
水
句
会
の

主
催
で
６
月
19
日
、俳
句
を
愛
好
す
る
人
た

ち
が
集
ま
り
、雨
の
中
、日
出
町
を
吟
行
地
と

し
て
句
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、早
朝
か
ら
町
内
外
１
０
０
人
が

集
ま
り
、城
址
周
辺
、松
屋
寺
、若
宮
八
幡
神

社
な
ど
を
訪
ね
て
作
句
し
、正
午
過
ぎ
か
ら

役
場
３
階
会
議
室
に
集
合
し
て
、熱
心
に
秀

作
の
選
考
や
選
評
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
の
俳
句
王
国
の
選
者
で
あ

り
、ま
た
俳
句
誌
・
蕗
を
主
宰
す
る
倉
田
紘
文

先
生
も
出
席
さ
れ
、指
導
や
選
評
を
さ
れ
ま

し
た
。

　

日
出
町
で
歴
史
に
残
る
句
会
は
、大
正
９

年
に
町
内
の
有
志
の
皆
さ
ん
が
主
宰
し
て
、

俳
聖
高
浜
虚
子
先
生
を
招
い
て
城
下
海
岸
で

行
わ
れ
て
お
り
、そ
の
際
に
５
句
が
詠
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

昭
和
27
年
の
帆
足
萬
里
先
生
の
百
年
記
念

に
あ
た
っ
て
、高
浜
虚
子
先
生
の
句
碑
の
建

立
が
発
起
さ
れ
、本
人
の
希
望
に
よ
り
５
句

の
う
ち
の
１
句
、「
海
中
に
真
清
水
わ
き
て
魚

育
つ
」が
刻
ま
れ
、今
も
城
址
公
園
内
に
あ
り

ま
す
。

　

後
年
、高
浜
虚
子
先
生
の
娘
・
高
木
晴
子
さ

ん
も
俳
人
と
し
て
活
躍
さ
れ
、近
く
に
句
碑

が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

親
娘
揃
っ
て
の
句
碑
は
珍
し
く
、城
下
公

園
の
自
慢
の
名
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
３
月
に
、瀧
廉
太
郎
の
銅
像
を
城
址

公
園
に
移
設
し
、平
成
23
年
３
月
に
、瀧
廉
太

郎
の
墓
標
を
日
出
町
龍
泉
寺
へ
、そ
し
て
開

眼
供
養
を
行
い
、こ
の
６
月
29
日
に
は
１
０

９
回
忌
辰
祭
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
郷
土
の
先
人
帆
足
萬
里
先
生
の
忌
辰

祭
は
、６
月
14
日
、日
出
町
を
一
望
す
る
墓
前

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
１
６
０
回
忌
に
当
た
る
こ
と
か

ら
、日
出
小
学
校
４
年
生
、南
端
小
学
校
の
全

生
徒
、文
化
関
係
者
の
皆
さ
ん
な
ど
多
く
の

人
た
ち
が
参
列
し
、先
人
を
偲
び
ま
し
た
。

　

今
回
は
、従
前
の
狭
い
参
道
を
幅
員
４
ｍ

に
改
良
し
、こ
れ
が
完
成
し
て
の
行
事
で
し

た
の
で
、参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
道
が
通

り
易
く
な
っ
た
と
好
評
で
し
た
。

　

こ
れ
は
、佐
尾
地
区
の
角
田
忍
様
所
有
の

土
地
を
無
償
で
提
供
し
て
い
た
だ
き
、ま
た

地
元
関
係
者
の
協
力
も
あ
っ
て
、１
年
余
り

の
短
期
間
に
立
派
な
参
道
と
し
て
完
成
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

角
田
様
の
ご
厚
意
に
対
し
深
く
感
謝
し
ま

す
。

平
成
22
年
の
日
出
町
観
光
動
態
調
査

　

町
商
工
観
光
課
で
独
自
に
実
施
し
て
い
た

観
光
動
態
調
査
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

町
内
各
施
設
な
ど
へ
の
入
り
込
み
客
数
は

95
万
２
４
２
人
、前
年
対
比
で
18
．１
％
の
増

加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

内
訳
は
、日
帰
り
75
万
人
余
、宿
泊
19
万
人

余
、利
用
交
通
機
関
は
自
家
用
車･

タ
ク
シ

ー
が
最
も
多
く
73
万
人
余
、発
地
別
で
は
大

分
県
内
36
万
人
、福
岡
県
19
万
人
、次
い
で
中

国
地
方
、四
国
地
方
、関
東
地
方
の
順
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

外
国
人
も
６
万
人
を
超
え
て
お
り
、国
別

で
は
韓
国
約
５
万
人
、台
湾
約
１
万
人
、香

港
・
中
国
約
３
千
人
、ア
メ
リ
カ
５
０
０
人
な

ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

祭
り･

イ
ベ
ン
ト
関
係
で
一
番
多
い
の
は

城
下
か
れ
い
祭
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

観
光
消
費
額
は
51
億
２
，７
７
２
万
円
で
、

飲
食
費
18
億
円
、慰
楽
費
11
億
円
、土
産
品
費

10
億
円
、宿
泊
費
９
億
円
と
な
っ
て
お
り
、景

気
の
悪
い
な
か
に
あ
っ
て
、消
費
額
は
前
年

比
25
．６
％
の
伸
び
を
示
し
て
い
ま
す
。

町
政
だ
よ
り
を
執
筆
し
て
５
年
余

　
「
町
政
だ
よ
り
」を
書
き
始
め
た
の
は
、平

成
18
年
７
月
号
か
ら
で
、先
の
３
月
号
を
も

っ
て
50
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

毎
年
、新
年
号
は「
年
頭
の
挨
拶
」を
掲
載

し
ま
す
の
で
、重
複
を
避
け
て「
町
政
だ
よ

り
」を
休
み
ま
し
た
が
、そ
の
他
は
毎
月
執
筆

し
、こ
の
７
月
号
で
第
54
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
時
々
に
課
題
と
な
り
、論
議
さ
れ
た

事
柄
や
自
分
の
考
え
を
、思
い
つ
く
ま
ま
に
、

き
た
ん
な
く
書
き
綴
っ
て
き
ま
し
た
。

　

記
事
を
と
お
し
て
町
政
の
方
向
や
考
え
方

な
ど
を
、町
民
の
皆
さ
ん
に
よ
り
早
く
、よ
り

正
確
に
お
伝
え
し
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　
「
読
ん
で
い
る
よ
」と
の
声
や
意
見
が
寄
せ

ら
れ
る
に
つ
け
、励
ま
さ
れ
、勇
気
づ
け
ら
れ

今
日
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、平
成
23
年
度
に
入
る
の
を
機
に
、こ

れ
ま
で
の
記
事
を
全
て
読
み
返
し
て
み
ま
し

た
。町
政
運
営
の
跡
を
顧
み
な
が
ら
、ま
た
反

省
し
、新
た
な
気
持
ち
で
今
後
の
仕
事
に
取

り
組
み
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

　

４
月
半
ば
を
過
ぎ
て
、知
人
か
ら「
町
政
だ

よ
り
」を
一
冊
に
ま
と
め
た
ら
と
の
助
言
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
こ
で「
日ひ

出い
づ

る
町ま
ち

」と

題
し
て
、近
く
一
冊
に
ま
と
め
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。 

（
次
号
に
つ
づ
く
）

町
政
だ
よ
り

そ
の
54

日
出
町
長

工
藤　

義
見



定 期 相 談
新刊案内
「薬局で買える薬が

よくわかる本」
  佐川賢一・伊東俊雅　著
  法研　刊

「幸田家のきもの」
   青木奈緒　著　　講談社　刊

図書館だより

　かぜ・胃腸・皮膚の薬から、

女性・子どもの薬や生活改善薬

まで、自己責任で用いるＯＴＣ

薬（市販薬）をより安全かつ有

効に使いこなすための知識・情

報を分かりやすく解説。

　折々の情景のなかでよみがえ

る、心に残る着物と女三代の人

生。幸田文を祖母に、青木玉を

母にもつ著者が幸田家の着物と

暮らしをつづる。

夏休み読み聞かせ
　　とき　 7 月 30日（土）・8月 6日（土）・20日（土）・27日（土）

10時 30分～ 11時 30分

　　対象　幼児から小学校低学年くらいまで

こどもとしょかんまつり
　　とき　７月 23日（土）10時 30分～ 12時

　　内容　読み聞かせ・パネルシアター・工作など

７月の休館日　　　4・10・11・18・24・25・31日

読み聞かせ
【ブーフーウーによる読み聞かせ】

　　とき　7月 9日（土）　10時 30分～ 11時 30分

　　対象　幼児から小学生低学年

【ふむふむによる読み聞かせ】

　　とき　7月 22日（金）11時～ 11時 30分

　　対象　0歳～ 5歳くらいまで

問合先　　萬里図書館☎ 72－ 2851

●行政相談
ところ　役場新館3階332会議室
と　き　7月5日（火）10時～15時
問合先　総務課　☎73－3150

●心配ごと相談
ところ　役場新館3階332会議室
と　き　7月12日（火）10時～15時
問合先　福祉対策課　☎73－3121

●心配ごと・行政合同相談
ところ　藤原地区公民館
と　き　7月19日（火）10時～15時

●障がい児・者等支援相談
相談先　 社会福祉法人「みのり村」み

のり障がい者生活支援センタ
ー　☎72－2818

●障がい児・者生活支援相談
相談先　 太陽の家障害者生活支援セン

ター☎72－1682
　　　　（受付時間：8時～17時）

●高齢者総合相談
相談先　 日出町地域包括支援センター

（健康増進課内）
　　　　☎73－3115

●家庭児童・母子婦人相談
相談先　福祉対策課　☎73－3121
　
●いつでも子育てほっとライン
相談ダイヤル　☎097－545－0110
　　　　　　（24時間　365日受付）

●無料人権相談所
相談先　大分地方法務局杵築支局　
　　　　☎0978－62－2271

●法律相談　（要予約）
ところ　 日出町保健福祉センター
　　　　相談室
と　き　 毎月第２・４火曜日（祭日の

場合は休み）13時30分～16
時30分

費　用　 30分につき5,000円（収入が
一定以下の方及び多重債務の
相談は無料）

申込・問合先　大分県弁護士会
　　　　　　　☎097－536－1458
＊ 杵築市では毎週金曜日、国東市では
毎月第2・3・4木曜日に開催してい
ます。



▼
締
切　

７
月
29
日（
金
）

▼ 

申
込
・
問
合
先　

大
分
県
東
部

振
興
局
☎
０
９
７
８
‐
72
‐
０

１
５
６

「
お
お
い
た
人
材
Ｕ
タ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
」登
録
者
・
登
録
企
業
募
集

　

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
へ
の
県

内
企
業
の
求
人
情
報
の
提
供
や
就

職
相
談
。ま
た
、よ
り
良
い
人
材
を

確
保
し
た
い
県
内
企
業
へ
人
材
情

報
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼ 

受
付
時
間　

８
時
30
分
〜
17

　

時
15
分

▼ 

申
込
・
問
合
先　

お
お
い
た
人

材
Ｕ
タ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
☎
０
１

２
０
‐
１
１
９
‐
２
０
１

試 

験

大
分
県
職
員
採
用
選
考

▼ 

職
種　

海
事
（
機
関
）
／
職
業

訓
練
指
導
員
（
電
気
）

▼
受
付
期
限　

７
月
１
日（
金
）

▼ 

第
１
次
試
験
日　

７
月
24
日

（
日
）

▼ 

問
合
先　

大
分
県
総
務
部
☎
０

９
７
‐
５
０
６
‐
２
３
０
５

防
衛
省
職
員
採
用
Ⅲ
種
試
験

▼ 

受
付
期
間　

７
月
１
日（
金
）〜

７
月
19
日（
火
）

▼ 

試
験
区
分　

一
般
事
務
、電
気
、

機
械
、土
木
、建
築

▼ 

受
験
資
格　

平
成
２
年
４
月
２

日
〜
平
成
６
年
４
月
１
日
生

▼ 

第
１
次
試
験　

９
月
25
日

（
日
）
別
府
市
他

▼ 

申
込
先　

九
州
防
衛
局
☎
０
９

２
‐
４
８
３
‐
８
８
１
５

平
成
23
年
度
下
水
道
排
水
設
備

工
事
責
任
技
術
者
試
験

▼ 

と
き　

11
月
27
日（
日
）９
時
45

分
〜
12
時

▼ 
と
こ
ろ　

大
分
文
化
会
館　

第

1
・
第
２
小
ホ
ー
ル

▼ 

受
講
資
格　

試
験
日
に
お
い
て

満
20
歳
以
上
で
、次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方
。

○ 

高
等
学
校
を
卒
業
し
、排
水
設

備
工
事
な
ど
の
設
計
ま
た
は

施
工
の
実
務
経
験（
土
木
、建
築
、

設
備
、衛
生
工
学
科
な
ど
を
卒

業
し
た
方
は
不
要
、そ
の
他
の

方
は
１
年
）を
有
す
る
方
。

○ 

排
水
設
備
工
事
な
ど
の
設
計
ま

た
は
施
工
に
関
し
、２
年
以
上

の
実
務
経
験
を
有
す
る
方
。

○ 

専
修
学
校
な
ど
に
お
い
て
土

木
過
程
を
修
了
し
た
方
、
お

よ
び
公
共
職
業
能
力
開
発
施

設
に
お
い
て
配
管
科
を
修
了

し
た
方
。

○ 

農
業
集
落
排
水
施
設
な
ど
の

設
計
ま
た
は
施
工
の
実
務
経

験
（
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方

は
１
年
、そ
の
他
の
人
は
２
年
）

を
有
す
る
方
。

▼ 

受
付
期
間　

９
月
１
日（
木
）〜

９
月
16
日（
金
）

▼ 

受
験
手
数
料　

７
，０
０
０
円

（
受
験
申
込
者
が
事
前
に
振
替

払
込
書
に
て
個
人
別
に
払
込
み

ま
す
）

▼ 

そ
の
他　

受
験
申
込
者
は
８
月

1
日（
月
）か
ら
役
場
上
下
水
道

課
で
配
布

▼ 

申
込
・
問
合
先　

役
場
上
下
水

道
課
73-

３
１
３
４

裁
判
所
事
務
官
採
用
Ⅲ
種
試
験

▼ 

対
象
者　

平
成
２
年
４
月
２
日

〜
平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

＊
性
別
・
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

▼ 
受
付
期
間　

７
月
12
日（
火
）〜

７
月
21
日（
木
）消
印
有
効

▼
試
験
日　

９
月
11
日（
日
）

▼ 

問
合
先　

大
分
地
方
裁
判
所
事

募 

集

と
き
め
き
作
品
展

作
品
募
集

　

県
内
在
住
の
障
が
い
の
あ
る
方

を
対
象
に
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

▼ 

募
集
作
品　

絵
画
・
写
真
・
書
・

陶
芸
・
工
芸
・
合
作

▼
場
所　

大
分
市
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ

▼ 

申
込
期
間　

８
月
１
日（
月
）〜

８
月
31
日（
水
）

▼ 

申
込
書　

役
場
福
祉
対
策
課
に

備
え
付
け
て
い
ま
す
。

▼ 

問
合
先　

役
場
福
祉
対
策
課
障

害
福
祉
係
☎
73
‐
３
１
２
１

し
い
た
け
作
り
研
修
生
募
集

【
栽
培
基
礎
研
修
】

▼
開
講
予
定
日　

９
月
11
日（
日
）

▼
と
き　

日
曜
日
４
回

▼ 

と
こ
ろ　

農
林
水
産
指
導
研
修

セ
ン
タ
ー（
豊
後
大
野
市
）

▼
定
員　

40
名

【
生
産
現
場
通
型
研
修
】

　

現
地
実
習
主
体
。日
程
等
は
受

け
付
け
後
協
議
し
ま
す
。

▼
期
間　

12
日
間
。半
年
程
度

▼
定
員　

８
名
程
度

TEL　0977-72-9800（代表）大分県速見郡日出町平道入江 1825

◆ホテルで想いの宴◆
お盆法要・周忌法要ご予約承り中
日本料理・中国料理・フランス料理の各会席膳を準備

○ご成約プレゼント・・・ペアランチ券プレゼント！

○送迎バス有り（要相談）

Ｈ23年 7月 31 日までに 25 名様以上をご成約された方に限る。

随時ご相談を承っています。まずはお電話で・・・・

まちの掲示板



務
局
総
務
課
☎
０
９
７
‐
５
３

２
‐
７
１
６
１

講 
座

親
子
料
理
教
室

　

園
児
・
児
童
と
保
護
者
24
組
を

対
象
に
開
催
し
ま
す
。テ
ー
マ
は

「
お
昼
ご
飯
は
ま
か
せ
て
！
」（
本

格
カ
レ
ー
を
中
心
に
し
た
献
立
）

　

ご
希
望
の
方
は
７
月
16
日（
土
）

ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。先
着
順
。

▼ 

と
き　

７
月
30
日（
土
）10
時
〜

13
時

▼
と
こ
ろ　

別
府
大
学

▼ 

費
用　

保
護
者
５
０
０
円
。園

児
と
児
童
１
人
目
３
０
０
円
、

２
人
目
か
ら
２
０
０
円

▼ 

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

園
児
・
児
童
の
皆
さ
ん
は
上
履

き
▼ 

問
合
先　

別
府
大
学

　

☎
66
‐
９
６
３
０

平
成
23
年
度
下
水
道
排
水
設
備

工
事
責
任
技
術
者
更
新
講
習

▼ 

と
き　

10
月
23
日（
日
）、予
備

日
10
月
30
日（
日
）

　

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼ 

と
こ
ろ　

別
府
市
役
所
１
Ｆ
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

＊ 

予
備
日
開
催
の
場
合　

大
分
文

化
会
館　

第
１
小
ホ
ー
ル

▼ 

受
講
対
象
者　

平
成
24
年
３
月

31
日
の
有
効
期
限
の
も
の
で
、

現
在
登
録
者
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
者
。

▼ 

受
付
期
間　

８
月
８
日（
月
）〜

26
日（
金
）

▼
受
講
手
数
料　

５
，０
０
０
円

▼ 

申
込
・
問
合
先　

役
場
上
下
水

道
課
☎
73
‐
３
１
３
４

子
育
て
支
援
UP
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
パ
ソ
コ
ン
講
座
」

　

年
齢
・
性
別
を
問
い
ま
せ
ん
。有

料
託
児
あ
り
ま
す
。

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
】

○ 

と
き　

８
月
２
・
９
・
23
・
30
日

（
火
）10
時
〜
12
時

○ 

と
こ
ろ　

Ｈ
Ｉ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
セ
ン
タ
ー

【
エ
ク
セ
ル
応
用
講
座
】

○ 

と
き　

８
月
４
・
11
・
18
・
25
日

（
木
）10
時
〜
12
時

○
と
こ
ろ　

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
ワ
ー
ド
講
座
】

○ 

と
き　

８
月
５
・
12
・
19
・
26
日

（
金
）10
時
〜
12
時

○ 

と
こ
ろ　

Ｈ
Ｉ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
受
講
料　

２
，８
０
０
円

▼
募
集
期
限　

７
月
22
日（
金
）

▼ 

申
込
・
問
合
先　

パ
ワ
ー
ウ
ェ

ー
ブ
日
出
☎
75
‐
８
６
３
７

そ
の
他

福
祉
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ
ア

　

福
祉
事
業
所
の
採
用
担
当
か
ら

直
接
話
を
聞
け
る
チ
ャ
ン
ス
で

す
。参
加
無
料
。無
料
託
児
コ
ー
ナ

ー
あ
り
。

▼ 
と
き　

８
月
７
日
（
日
）
13
時

〜
16
時

▼ 

と
こ
ろ　

大
分
県
社
会
福
祉
介

護
研
修
セ
ン
タ
ー

消化器科・肛門科・外科・内科
泌尿器科・人工透析・リハビリテーション科

鈴 木 病 院
速見郡日出町3904番6

TEL㈹ 0977-73-2131

TEL㈹  0977-73-2151
速見郡日出町藤原1691番地1

すずらんクリニック
介護施設すずらん

h t t p：// www . s u z u k i - h p . o r . j p

久寿会
医療法人

腎臓内科

http://koumatu.or.jp/



い
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、毎

週
火
・
木
曜
日（
祝
祭
日
の
場
合
そ

の
翌
日
）の
９
時
30
分
〜
16
時
ま

で
、東
部
保
健
所
の
食
品
衛
生
監

視
員
が
食
品
に
関
す
る
相
談
や
食

品
営
業
許
可（
一
時
営
業
含
む
）を

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

８
月
は
食
品
衛
生
月
間
で
す
。

清
潔
・
迅
速
冷
却
・
加
熱
殺
菌
の
三

原
則
を
守
り
、食
中
毒
の
防
止
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

▼ 

問
合
先　

速
見
食
品
衛
生
協
会

☎
72
‐
２
１
７
１

め
ざ
せ
！
航
海
士
、機
関
士

▼ 

対
象
者　

中
学
校
卒
業
者
、ま

た
は
平
成
24
年
３
月
卒
業
見
込

み
の
方

▼ 

入
学
試
験
願
書
受
付
開
始
日　

平
成
24
年
１
月
６
日（
金
）

▼ 

入
学
試
験
日

○ 

推
薦
入
試　

平
成
24
年
１
月
21

日（
土
）

○ 

一
般
入
試　

平
成
24
年
２
月
12

日（
日
）

【
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
】

○ 

唐
津
校　

７
月
23
日（
土
）・
10

月
15
日（
土
）

○ 

口
之
津
校　

７
月
18
日（
月
）・

９
月
17
日（
土
）

▼
問
合
先　

○ 

唐
津
校
☎
０
９
５
５
‐
72
‐
８

２
６
９

○ 

口
之
津
校
☎
０
９
５
７
‐
86
‐

２
１
５
２

日
出
町
小
学
生
王
将
戦

▼
と
き　

７
月
17
日（
日
）

○
受
付
開
始　

12
時
30
分

○
試
合
開
始　

12
時
45
分

▼
と
こ
ろ　

町
中
央
公
民
館

▼
参
加
費　

無
料

▼ 

運
営
方
法　

低
学
年
の
部
と
高

学
年
の
部
に
分
け
て
開
催
し
ま

す
。

▼ 

問
合
先　

日
出
町
棋
友
会
事
務

局
・
岩
尾
☎
０
８
０
‐
１
７
１

１
‐
４
５
９
３

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　

実
際
に
授
業
で
行
う
実
習
等
を

再
現
し
、学
生
自
ら
が
案
内
・
説
明

を
行
い
ま
す
。個
別
相
談
コ
ー
ナ

ー
も
開
設
。ぜ
ひ
、こ
の
機
会
に
キ

ャ
ン
パ
ス
見
学
に
お
越
し
く
だ
さ

▼
内
容　

就
職
面
談
、各
種
相
談

▼ 

申
込
・
問
合
先　

大
分
県
福
祉

人
材
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
７
‐
５

５
２
‐
７
０
０
０

速
見
食
品
衛
生
協
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

速
見
食
品
衛
生
協
会
で
は
、県

証
紙
の
販
売
、食
品
営
業
者
の
皆

様
へ
の
食
品
営
業
賠
償
共
済（
食

中
毒
保
険
）並
び
に
見
舞
金
共
済
、

水
質
検
査
の
受
付
な
ど
の
取
り
扱

　本格的な遊泳シーズンを迎えました。
　例年この時期には、海・河川・渓流など
での水遊び、川遊びなどによる水難事故が
多発しています。
　事故にあわないために、次のことを守り
ましょう。

海水浴・川遊びでは
・ 危険な場所で遊んでいる子どもを見かけ
たら「危ないよ」の一声を掛けてくださ
い。
・ 小さい子どもの水遊びは、目を離さない
ようにしましょう。
・心肺蘇生法をマスターしよう
・飲酒しての遊泳は絶対に止めましょう。

磯釣りやレジャースポーツでは
・救命具を着用しましょう。
・ 家族等に行き先を告げて出かけましょ
う。
・ 悪天候の時は、無理をせずに引き返しま
しょう。
・ 遊泳中の人が居る場所では、レジャー
ボート等の使用は止めましょう。

問合先　日出警察署☎72－3121

水難事故に注意しよう！

今年のサマージャンボ宝くじは、

億万長者が52人！

　この宝くじの収益金は市町村の明るく住み
よいまちづくりに使われます。

発売期間　７月11日（月）～29日（金）

まちの掲示板



い
。事
前
申
込
み
は
不
要
。

▼
と
き　

７
月
23
日（
土
）

▼ 

と
こ
ろ　

大
分
県
立
工
科
短
期

大
学
校

▼ 

問
合
先　

大
分
県
立
工
科
短
期

大
学
校
☎
０
９
７
９
‐
23
‐
５

５
０
０

求 

人

【
正
社
員
】

●
ｗ
ｅ
ｂ
作
成
・
更
新
管
理
１
人

●
清
掃
作
業
員
２
人
●
正
・
准
看

護
師
14
人
●
薬
剤
師
２
人
●
サ
ー

ビ
ス
提
供
責
任
者
１
人
●
電
気
工

事
士
４
人
●
電
気
技
術
者
１
人
●

介
護
職
９
人
●
板
金
塗
装
工
１
人

●
自
動
車
整
備
士
１
人
●
木
造
住

宅
の
設
計
・
積
算
現
場
監
督
・
住
宅

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
１
人
●
設
計
・

施
工
・
現
場
監
督
２
人
●
交
通
・
イ

ベ
ン
ト
警
備
員
８
人
●
営
業
職
７

人
●
作
業
員（
障
が
い
者
）２
人
●

自
動
車
修
理
工
１
人
●
ト
ラ
ッ
ク

運
転
手
１
人
●
板
金
加
工
の
Ｔ
Ｉ

Ｇ
溶
接
工
３
人
●
事
務
員
３
人
●

自
動
車
部
品
解
体
及
び
販
売
１
人

●
タ
ク
シ
ー
運
転
手
１
人
●
営
業

事
務
１
人
●
製
品
検
査
１
人
●
土

木
技
術
者
１
人
●
工
場
内
作
業
員

２
人
●
鶏
卵
パ
ッ
キ
ン
グ
２
人
●

作
業
療
法
士
１
人
●
移
動
販
売
４

人
●
生
産
技
術
者
１
人
●
設
計
・

開
発
職
１
人

【
パ
ー
ト
】

●
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
４
人
●
サ

ー
ビ
ス
ス
タ
ッ
フ
４
人
●
正
・
准

看
護
師
２
人
●
副
講
師
２
人
●
調

理
補
助
１
人
●
調
理
員
及
び
調
理

補
助
１
人
●
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
店
員
４
人
●
営
業
事
務
補
助

１
人
●
鶏
卵
パ
ッ
キ
ン
グ
４
人
●

調
整
作
業
員
１
人
●
清
掃
１
人
●

一
般
事
務
及
び
配
達
２
人
●
介
護

職
５
人
●
正
看
護
師
１
人
●
惣
菜

調
製
工
１
人
●
営
業
補
助
員
１
人

●
家
庭
教
師
５
人
●
訪
問
看
護
師

２
人
●
警
備
員
３
人

▼ 

問
合
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
別
府

☎
23
‐
８
６
０
９
日
出
町
商
工

観
光
課
☎
73
‐
３
１
５
８

お
誕
生
お
め
で
と
う

（　

）内
は
保
護
者
名
・
地
区
名

大
村　

祐ゆ
う
き樹　
（
信
弥　

太
田
）

宮
田　

幸ゆ
き
な奈　
（
英
典　

太
田
）

比
江
島
竜り
ょ
う
ま真　
（
弘
貴　

是
城
）

彌
田　

都つ
く
も雲　
（
修　
　

長
野
）

佐
藤　

秀し
ゅ
う
と斗　
（
陽
次　

中
の
三
）

安
倍　

匡ま
さ
つ
ね経　
（
周
作　

中
の
三
）

吉
弘　

颯は
や
と翔　
（
和
也　

中
の
三
）

石
井　

晴は
る
ま誠　
（
唯
史　

中
の
三
）

阿
部
野
光ひ
か
る琉　
（
圭　
　

団
地
東
）

田
原　

陽ひ

ま苺　
（
隆
太　

団
地
北
）

堤　
　

心こ
は
る遥　
（
久
人　

日
出
本
町
）

丸
尾　

海か
い
と斗　
（
悦
司　

東
仁
王
）

佐
藤　

碧あ
お
と音　
（
陽
輔　

日
出
団
地
）

香
月　

昊こ
う
ま真　
（
紀
之　

南
部
）

直
野　

快か
い
と飛　
（
新
吾　

南
部
）

木
挽　

由ゆ

り梨　
（
起
睦　

中
部
）

本
田　

陽ひ

な奈　
（
大
祐　

自
然
郷
）

髙
橋　

晃こ
う
が雅　
（
利
男　

宗
行
）

宮
永　

心う

か華　
（
智
恵　

成
行
）

平
早
水
萌も

も

か

々
華（
慎
之
介　

平
原
）

山
田　

空そ
ら
み実　
（
未
奈　

内
野
）

松
井　

花は
な
み美　
（
勇
介　

内
野
）

北
野　

栄え
い
た汰　
（
栄
治　

上
深
江
）

芝
田　

悠は
る
と人　
（
裕
一　

上
深
江
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　
　
（　

）内
は
行
年
・
地
区
名

河
野　

耕
平　
（
79　

是
城
）

中
島　

富
夫　
（
84　

影
の
木
）

西
野　

榮　
　
（
84　

西
の
二
）

溝
口　

タ
マ
ヨ（
93　

西
の
二
）

吉
井　

サ
ツ
子（
91　

日
出
本
町
）

本
川　

敏
子　
（
79　

東
仁
王
）

谷　
　

ト
シ
子（
66　

南
部
）

工
藤　

明
義　
（
83　

中
部
）

遠
藤　

健
一　
（
81　

東
小
深
江
）

尾
越　

進　
　
（
90　

内
野
）

髙
松　

一
美　
（
64　

港
）

＊
以
上
５
月
届
出
分（
敬
称
略
）

東
日
本
大
震
災
被
災
地
支
援

　

こ
れ
ま
で
日
出
町
で
は
、
被
災

地
に
対
し
て
、
支
援
物
資
や
義
援

金
を
送
る
な
ど
、
被
災
者
支
援
を

行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

日
出
町
と
し
て
は
、
少
し
で
も

早
い
復
興
を
願
い
、
こ
れ
か
ら
も

で
き
る
だ
け
の
支
援
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
６
月
議
会
で
次
の
追

加
支
援
を
す
る
た
め
の
補
正
予
算

を
計
上
し
ま
し
た
。

○ 

岩
手
県
宮
古
市
に
職
員
３
人
を

派
遣
し
、
被
災
者
の
心
身
の
ケ

ア
な
ど
に
あ
た
り
ま
し
た
。（
６

月
３
日
か
ら
11
日
）

○ 

宮
城
県
亘
理
町
に
、
日
出
町
産

の
も
ち
米
を
送
る
こ
と
を
決
め
、

遊
休
農
地
76
ａ
に
も
ち
米
の
栽

培
を
農
家
に
依
頼
し
ま
し
た
。

○ 

宮
城
県
亘
理
町
に
５
０
０
万
円

を
寄
付
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し

た
。

被
災
者
義
援
金

　

６
月
23
日
現
在
、
日
出
町
に

集
ま
っ
た
義
援
金
総
額
は
１
，

６
４
８
万
９
，
３
９
７
円
で
す
。

　

今
月
号
で
は
、
５
月
20
日
か
ら

６
月
16
日
ま
で
に
１
万
円
以
上
の

義
援
金
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
方

の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ご
支
援

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

あ
お
ぞ
ら
会 

２
７
，
２
７
２
円

南
端
地
区
公
民
館

 

２
５
，
０
０
０
円

東
北
応
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
音
楽
会
実

行
委
員
会 

５
８
，
０
２
３
円

匿
名 

１
０
，
０
０
０
円

暘
谷
ふ
れ
あ
い
歌
謡
祭

 

５
０
，
０
０
０
円

み
の
り
村 

５
０
，
０
０
０
円

居
酒
屋
や
っ
さ
ん
客
一
同

 

２
７
，
０
９
２
円

仮設住宅で被災者のケアにあ
たる日出町の派遣職員
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Ju
ly

ツーリズム功労者表彰受賞

日出町の人のうごき

（　）内は前月比
      　内は今年４月１日比

人　 口 28,669 （＋ 32） ＋ 59
　　　 男 13,711 （＋ 26） ＋ 32
　　　 女 14,958 （＋ 6） ＋ 27

世帯数 11,514 （＋ 29） ＋ 66

南端
豊岡
日出
藤原
川崎
大神

（－ 2）
（＋ 13）
（＋ 14）
（＋ 12）
（＋ 12）
（－ 17）

314
7,264
5,892
3,845
5,851
5,503

平成23年6月1日現在の
　　　 住民基本台帳の登録人口

　

「
津
嶋
神
楽
社
保
存

会
」
が
長
年
に
わ
た

り
、
郷
土
芸
能
の
継

承
・
指
導
に
尽
力
し
た
と

し
て
、
社
団
法
人
ツ
ー

リ
ズ
ム
お
お
い
た
か
ら

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
功
労
者

表
彰
」
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

本
田
さ
ん
は
、
受
賞
し

た
気
持
ち
を
「
と
て
も
う

れ
し
い
、
励
み
に
な
り
ま

す
」
と
話
し
ま
す
。

　

「
津
嶋
神
楽
」
は
、
豊

岡
の
八
津
島
神
社
の
神
楽

社
中
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ

て
お
り
、
４
０
０
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
43
年
に
は
大
分
県
重
要
無
形
文
化
財
に
指

定
さ
れ
、
昭
和
55
年
に
は
大
分
県
芸
能
神
楽
大
会

に
て
１
位
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

　

神
楽
は
、
八
津
島
神
社
の
大
祭
な
ど
に
奉
納
さ

れ
る
ほ
か
、
町
内
各
地
に
招
待
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
年
間
20
回
ほ
ど
神
楽
を
舞
っ
て
い
ま
す
。

　

代
表
を
務
め
る
の
は
、
神
楽
を
舞
い
は
じ
め
て

60
年
に
な
る
本
田
勝
美
さ
ん
。
祖
父
や
父
の
影
響

で
神
楽
に
興
味
を
も
ち
ま
し
た
。
今
で
は
、
息
子

さ
ん
も
保
存
会
に
入
り
４
代
に
わ
た
り
伝
統
を
守

り
続
け
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
津
嶋
神
楽
社
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
は
11

人
で
す
。

　

「
里
神
楽
」
「
岩
戸
神
楽
」
「
大
神
神
楽
」
の

３
種
の
演
目
か
ら
な
る
津
嶋

神
楽
。
演
目
に
よ
っ
て
は
、

舞
方
と
囃
は
や
し
方
あ
わ
せ
て
９
人

が
必
要
と
な
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。
11
人
で
は
十
分
と
は

い
え
ず
、
後
継
者
不
足
に
悩

ま
さ
れ
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ

ー
の
高
齢
化
も
進
み
ま
し

た
。

　

以
前
は
、
舞
方
と
し
て
元

気
に
神
楽
を
舞
っ
て
い
た
本

田
さ
ん
も
、
体
力
の
衰
え
を

感
じ
、
２
年
前
か
ら
囃
方
に

回
り
ま
し
た
。

　

「
若
い
人
に
入
っ
て
も
ら

う
こ
と
で
、
活
気
を
取
り
戻

し
た
い
」
と
話
す
本
田
さ
ん
。
「
次
の
世
代
に
神

楽
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
自
分
た
ち
の
責
任
な
ん

で
す
」
と
。
地
域
の
伝
統
を
絶
や
す
わ
け
に
は
い

か
な
い
と
の
強
い
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　　情報をお待ちしています
「何かに一生懸命に打ち込んでいる
人」、「目標に向って頑張っている
人」などを紹介するコーナー
「輝くひじ人」に掲載する人の情
報をお待ちしています。
連絡先　政策推進課広報広聴係

☎ 73‐3116　
FAX 72‐7294　

本田　勝美さん（74）　宮の下

津嶋神楽の一場面。蛇切りの様子。


